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昭和38年6月19日

1) 5フローセンに依るI＃酔経験

岐阜市民病院外科

島田修 ・米谷海 .'./i_＇；＇工幸洋

呼吸器科

近石登 ー日西正美 ・O山田稲好
私達の病院に於いて本年 1月よ り5月迄94例のフロ

ーセンに依る麻酔を経験したので以下その知見を述べ

てみたい《

症例は各科の手術に実施されたもので導入持管はフ

ローセン，フローセンサクシン p ベントサールサグシ

ンでp 私達は好んでペントサールサクシンを用いた．

維持｛土フローセン，笑気＋フローセンで維n悶刊の例
は的んどなかった．

小児麻酔帝王切開術も実施したが酔麻中，大した障

害はなし非爆発性導入覚醒の速か~＇非刺激性など
の理由から私達の病院の麻酔医はエーテ，，麻酔を敬遠

しp フローセン麻酔を好んで実施している．

2) 拡張型僧帽弁狭窄切開万の使用経悦に

ついて

悶立療養所日野荘

。小松／！美 ・タ卜村聖一

井上律子・山本博昭

最近，心臓外科領域の進歩は目覚ま しい ものがあ

り3 殊にyf曽帽弁狭窄症に対ーする交連切開術はp 切開

万の改良と相f突って躍に行なわれるようになってい

る．交連切開術の手術成績がp 弁口の関大を充分に行

なったかいなかにかかっている点から，切開刀に関す

る検討が積み重ねられてきた．

今＠］P 我引し弁口 を充分に拡大する目的でp 榊原

によって号本された拡張型僧帽弁狭窄切開万を使用

し， 2例に交速切開術を行なったところP 満足すべき

結果が得られたので報告する．

3) 人七心肺使用に よる関心術の経験

日野荘

山本博昭・小林君美

外村型一・井上律f

岐阜医大第2外科

佐藤 収

岐阜医大講堂

最近の心臓タトHli1Uえでは人工心肺使用による問視下

手術が盛に行なわれるようにな りp 本邦においてi，そ

の進歩にはめ~ましいものがある．今回我々も肺動脈

弁狭不1定例に対して人工心肺使用下に手術を行ない

良結果をうることが出来たので報告する．

症例は22才の男子J 22分間の完全体外循環のもとに

右室壁から肺動脈弁論にかけて約Bern切開し，弁を三

弁に切開した． 次に心室町句通ら肺動脈墜に及ぶ切開部

位にテフロ ンパッチをあて円錐部p 弁輸を拡大した．

術後収縮期維音がなお残っているが性状はやわらかく

なっておりp 血液変化は術後1週間でほぼ術前に復帰

している．

4) 悪性甲状腺腫を伴なった頭縦隔リンパ

致日前J)-・(11)

岐阜医大第一外科

渡辺 祥

59才の主婦＇ 20数年前より左鎖骨上富に腫脹をプドた

い 10年前に部分切除を受けた．その後穿刺排液を続
けたが， 最近呼吸困難p l慶声を来たす．付、十九やや大，

肥満し， 左鎖骨上認に手術級痕ありp 軽度に腫脹し深

部に波動を認める．穿刺液はやや 町性iJt,<;j，蛋白量

1.0＂＇，，，，比重1030，造影すると気管， fr道，大動脈及び

無名静脈の圧迫像Ii<_ぴ上音cに陰影欠損を認める． 返：礎
代謝率＋ 9 °o . 押管会麻の下に褒重量~ ：でを開き p 内lえの

大部分を除去し3 残存腔よ りナイロン刊 こて貯溜液を

皮下に誘導する．内~上部の陰影欠損部に一致して栂

指頭大の腫療が突出し， こ ~I_(:t甲状腺組織で甲状腺左

薬p 内頚静脈， 周閉リンパ腺と一塊となる． 悪性像を

認め甲状腺左葉切除リンパ腺清掃を行なう．術後3週

間にて異常を認めない．

5) 骨巨細胞磁の l例

岐阜医大第二外科

国枝 篤郎

症例.53才合p 主｝i，左俳骨小頭部の腫脹及r；疹

11「I. 現病歴，約10ヵ月前から左下肢の鈍痛に気づきp

種々の治療をうけたが恒快せず6ヵ月位前から左排骨

小頭部の腫脹に気づき次第に治大しp 歩行に際して疹

痛は鳩強した．レ線検査の結果左排骨1J、副，＇；j；ウ通主主日月に
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膨隆した透明巣を認め，骨皮質は極めて非薄となり I

部骨’皮質の破壊を認めp 俳骨健康部も合めて麗疹の全

易日出を行なった．腫場は手拳大で比較的よく被膜を被

り，組織学的には Jaffeの分類の I'¥Uiこ属すp 巨細胞

のれ（土多しその大きさも大型で核の数も 10～100{1岡

を算した．術後排骨神経不全麻痩が認められた巨細

胞腫はその悪性度p 発生並びに成因に関して今は論議

が行なわれているが，若干の文献的考察を加えて報告

した．

6) Plasmocytomの一手術治験例

岐阜医大第2外科

上田茂夫

手術及び放射線照射療法にて術後6年半現在尚生存

中である弧立性 Plasmocytomのl例を経験した．症

例P 40才p 男子p 左後頭部（~kJ市， 38°C前後の発熱p 日匝

吐，左聴力障害，左耳介後部レ超招指頭大庄痛ある腫

癒をふれた．手術：左耳介後部から後頭割：に及び皮膚

と硬脳膜の問に超子拳大の被膜に包まれた軟い腫癒を

認め略々全劉した．同部の骨は号、んど完全に破壊され

腫場組織で置換されていた．組織学的所見： Pl川口｛｝－

cytom.術後全身の骨のX線検査を行なったぶ異常所

見なしくり返しての検J(Il，検尿p 骨髄穿刺像でも軽

度の貧血を認めるのみで， Bence-Jones蛋白体陰性p

正常骨髄像で形質細胞2.6～3.8%であった．「術後左顔

面神経不全麻痔を残すのみでy 健wに日常生活を営ん
でいる．

7) 特発性fr道拡張の手術例

岐阜医大第一外科

渡辺 裕

let'斗fJ1iili,'[＇；卜H

J後藤明彦

24才の男で2年前より，食事に際しp 食物の逆流を

来たし， X線検査により食道は拡張しp 下端は横隔膜

の高さで狭少となりp 漏斗状を呈し，造影剤は投与直

後より少量づっ胃に移行した．アドレナリンp アトロ

ピンp プスコパンの投与により造影剤の通過は促進さ

れた．これに対し Heller手術の石川jer変法を実施し

た手術時p 食道下部には狭窄を認めずp 横隔膜裂孔

部にて呼吸運動に一致して強い狭窄を認めた．そこで

食道下部より噴門部前面に約5糎の筋層縦切開を加

えF 更に横隔膜脚部に一部切開号加えp 示指が十分に

通過しうる程度に拡張した．術後20日でp 術前の食物

の逆流，停滞感は全く認めなくなった．病肉としてfl

律神経系の失調を強調しP Heller子術法の利点につき

述べた．

8) 111.'t門痘撃の二治験例

岐阜医大第二外科

国枝篤郎・結；l司俊彦

症側I. 8 才の~－主訴：恒吐y 現病歴は昨年 5 月

頃より夕食後7時間位して突然曜吐を来 fようにな

りp 幅吐は 1週間に 1回の割合で続き11月頃より療の

熔出が多くなった．レ線検査の結果噴門部が紡錘状と

なり気管支拡張を認めた．手術所見では噴門出には異

常は認めずp Hellerの手術そ行ない術後経過良好で疫

の略出も消失した．

症例n.55才の♀． 主訴：日匝吐及び心喬部の狭窄

J¥f;，現病歴は7～8年前より食後時々日直吐がありp 最
近食後直ちに日直吐する様になり叉F 心答部の狭窄感を

来す様になった．レ線検査て咽責門部に陰影欠損を認め

た．手術所見は噴門部に異常はなく幽門部E霊祭が認め
られ胃しリi;;r;,Billroth 工法及び噴門部に Hellerの手術

を行なった．術後経過は良好である．

9) 若年者胃癌の症例

岐阜医大第1外科

ill 渡正夫

最近われわれは過去10年間の教室の胃癌の統計的観

察を試みつつあり ！ 28才9力月の女r,21才3ヵ月F
23才6ヵ月！ 25才8ヵ月いづれで男子の所謂若年者胃

癌をl'.lt二．最近も28才3ヵ月女子の胃癒を粁験したの

でp 二,jLら5例のついて若干のえaちをを加えた．

10) 胃癌穿孔の一例

岐阜市民病院外科

1、谷没・二安江幸洋

患者は58才男jI 職業は農業p 主訴， 心沼部の激

l1'r11 既往I~！－，約 7 ～ 8 年前より時々心宮部痛，胸や

け， R医吐等あり胃潰湯の診断にて治僚を受けた．現病

11ん突然誘因なく上腹部の浅知fll，日庖吐を来たす．来院

時，栄養梢悪るし顔面蒼白p 苦悶状p 舌には高度舌

苔を認、む．｛本温38.6°C，脈時120整で白血球！ J2,000, 

腹部は全行、に中等度11：；；，ん上腹部は板状硬で圧痛著

~j，腫癒を触知せずp 胃 ifUX;j’Ci＂孔の診断にて穿孔後約

5時間でフローセン全麻にて開腹（腹腔に食物残溢を

混じた腹水あり胃［宇部前墜，小轡側よりに鶏卵大弾性
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硬の麗溜あり其のil'i協底に大立大穿孔を認めた I. 胃

亜全刻術を行ない前結腸に胃空腸l吻合を行なった．組

織学的には腺癌で拡癌剤等投与しp 5ヵ月後の現在健

康である．

11) 術後胆道大出血を示した多発性肝内

胆石症の剖検例

十曾川病院外科

渡辺 立・太田博造

一般に肝内胆石症は比較的少ないと言われているが

詳細に観察すれば可成の頻度に存在する事が諸家の自

験例に基づいて報告されている．我々は最近22才の女

子で左右商業に広汎性に多数の肝内胆石症を認め＇ 2 

度に亘る手術の甲斐なし肝膿蕩と胆道大出血を来た

し＇ ft｝後には汎発性腹膜炎を併発し死亡した割j検例に

つき報告し若干の考察を加えてみた．

12) 回腸に発生した Hodgkin氏病の l例

岐阜医科大学第l外H

和田英

腸管の m•dignant J, mphomaは鼠L 縦隔， J幻自あ

るいはその他の部位のリンパ組織に発生するものに比

較して稀である．我々は最近60才男子の回腸末端部の

腫痛を切除し，その組織学的検査により Hodgki口氏

病と決定した 1例を経験し，腸管の malignantlym『

phomaについて若干の文献的考察を加えた．

14) かYより大きな勝脱結石の 2f'.ilj 

岐阜県立岐阜病院泌尿器科

石山勝j故. ~ l.'. 1＇＇；ー郎

外科伊藤鉦 二

第lf7!J. 17才の紡総工場女工．

49x35x24mm, 31.Ig.主成分燐酸塩

第2例. 16才の女子高校生

48 x 39 x 25mm, 32.Sg.主成分尿酸塩

共にlj;f脱高位切闘にて刻出．術後のィf;@Iij¥if戸；1.'iし

以上2例を報告し，併せてP 当科開設以来3年半の

聞に行なったlj・；；；此tit石の治改の統計を述べた．

追加j

岐阜医大泌尿器科

木村泰治郎

症例I. 4才男児． 1 年前より頻尿p 排尿!l~ ·，dt，時

に尿線の中絶ありp レ線写真で跨脱部に4イ固の結石陰

影を認める．勝脱高位切開にて 6.5g,5.lg, 5.lg, 6.Sg 

の4個の結石を創出する．

症例 II. 14才女児．半年前より下腹部の鈍痛，排尿

Miあり p レ線写真で勝脱部に鶏卵大の結石陰影を認め

る．まだ手術前であれ．

以上の2症例を追加しP 小児の勝脱結石につき若干

の知見を述べた．

15) 昭和37年度（1962）における岐阜医

大泌尿器科の臨床統計的観察

岐医大泌尿器科

後藤 薫 ・篠田孝・尾関信彦

伊藤鉦二・阿野貞夫・磯貝和俊

小村!JU；郎 ・木村英道・足立一郎

西守哉

岐阜医大i・l".尿科の昭和37年度 (1962）における外来

忠者，入院患者p 手術術式，及び諸検査等の臨床統計

的観察をのベた．


